
 

      

『
魔
法
先
生
ネ
ギ
ま
！
も
う
ひ
と
つ
の
世
界
』 

第
三
話
『
新
・
師
弟
コ
ン
ビ
誕
生
』 

長
谷
川
千
雨 

犬
上
小
太
郎 

エ
ヴ
ァ
ン
ジ
ェ
リ
ン
（
回
想
で
登
場
・
セ
リ
フ
な
し
） 

佐
々
木
ま
き
絵 

明
石
裕
奈 

ジ
ャ
ッ
ク
・
ラ
カ
ン 

ト
ラ
ゴ
ロ
ー 

レ
ポ
ー
タ
ー 

フ
ェ
イ
ト
・
ア
ー
ウ
ェ
ル
ン
ク
ス
（
回
想
で
登
場
・
セ
リ
フ
な
し
） 

ナ
ギ
・
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
（
回

想

で
登

場

・
セ
リ
フ
な

し
） 

カ
ゲ
タ
ロ
ウ 

和
泉
亜
子
（
回
想
で
登
場
） 

ネ
ギ
・
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド 

【
登
場
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
】 

絡
繰
茶
々
丸 

村
上
夏
美 

桜
咲
刹
那 

近
衛
木
乃
香
（
回
想
で
登
場
・
セ
リ
フ
な
し
） 

朝
倉
和
美 

神
楽
坂
明
日
菜 

大
河
内
ア
キ
ラ 

相
坂
さ
よ 

原
作 

赤
松
健 
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大
人
ネ
ギ 

「
学
園
へ
の
帰
り
道
も
心
配
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
大
会
で
会
え
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
ま
す
ね
ー
」 

大
人
ネ
ギ 

「
こ
こ
は
、
交
通
の
便
や
色
々
ア
レ
な
の
で
‥
そ
う
で
す
ね
。
一
か
月
後
、
オ
ス
テ
ィ
ア
で
開
か
れ
る
大

会
で
会
い
ま
し
ょ
う
!!
運
動
部
の
２
人
も
も
ち
ろ
ん
来
ま
す
よ
」 

大
人
ネ
ギ 

「
ま
き
絵
さ
ん
、
ゆ
ー
な
さ
ー
ん
。
見
て
ま
す
か
？
僕
で
す
。
ナ
ギ
で
す
。
あ
な
た
達
の
先
生
の
彼
も

ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
い
ま
す
よ
ー
！
」 

□
ア
バ
ン
タ
イ
ト
ル
（テ
ン
ペ
テ
ル
ラ
・オ
ア
シ
ス
の
ほ
と
り
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
） 

裕
奈 

「
と
に
か
く
旅
費
稼
が
な
き
ゃ
!!
ガ
ン
ガ
ン
働
く
ッ
ス
よ
ぉ
ー
!!
」 

裕
奈 

「
か
‥
帰
れ
る
っ
て
─
─
ッ
!?
」 

裕
奈 

「
え
‥
あ
れ
っ
て
」 

裕
奈 

「へ
」 

裕
奈 

「
こ
の
世
界
に
は
セ
ク
ハ
ラ
っ
て
言
葉
は
な
い
の
!?
」 

ま
き
絵 

「
他
の
み
ん
な
も
無
事
な
の
か
な
ー
」 

ま
き
絵 

「
ネ
ギ
君
も
亜
子
も
ア
キ
ラ
も
無
事
だ
っ
て
ぇ
ー
!!
」 

ま
き
絵 

「
う
ん
！
」 

レ
ポ
ー
タ
ー 

「
こ
ん
に
ち
は
ー
。
ナ
ギ
さ
ん
、
今
日
は
全
国
生
中
継
で
す
よ
」 

レ
ポ
ー
タ
ー 

「
で
は
、
デ
ビ
ュ
ー
以
来
13
戦
全
勝
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
、
ナ
ギ
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
」 

ま
き
絵 

「
ア
レ
見
て
!!
ア
レ
!!
」 

ト
ラ
ゴ
ロ
ー 

「
ユ
ー
ナ
ち
ゃ
ん
は
相
変
わ
ら
ず
で
け
ー
な
！
」 

ま
き
絵 

「
も
ー
、
や
だ
ー
。
ト
ラ
ゴ
ロ
ー
さ
ん
っ
た
ら
」 

ト
ラ
ゴ
ロ
ー 

「
で
も
、
お
っ
ぱ
い
相
変
わ
ら
ず
小
せ
ー
な
ー
。
ち
ゃ
ん
と
毎
日
揉
ん
で
っ
か
ー
？
」 

ト
ラ
ゴ
ロ
ー 
「
よ
お
、
マ
キ
エ
ち
ゃ
ん
。
今
日
も
元
気
だ
ね
ー
」 

店
内
、
宙
に
映
し
出
さ
れ
た
た
映
像
（
以
下
Ｔ
Ｖ
）
に
、
大
人
ネ
ギ
と
レ
ポ
ー
タ
ー
の
姿
が
映
っ
て
い
る
。
レ

ポ
ー
タ
ー
、
正
面
向
い
て
あ
い
さ
つ
。 

大
勢
の
客
で
賑
わ
う
店
内
。
ま
き
絵
と
裕
奈
は
忙
し
く
働
い
て
い
る
。
客
が
景
気
よ
く
ま
き
絵
達
に
声
を

掛
け
る
。 

ま
き
絵
、
裕
奈
、
Ｔ
Ｖ
を
見
上
げ
た
ま
ま
頬
を
紅
潮
さ
せ
る
。 

驚
い
た
表
情
の
裕
奈
と
、
嬉
し
そ
う
に
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
決
め
る
ま
き
絵
。 

笑
顔
で
画
面
に
向
か
っ
て
呼
び
か
け
る
ネ
ギ
。 

ま
き
絵
、
笑
顔
の
ま
ま
ト
レ
イ
で
ト
ラ
ゴ
ロ
ー
の
脳
天
を
一
撃
。 

ま
き
絵
・裕
奈
、
ト
レ
イ
を
持
っ
て
客
た
ち
の
も
と
に
行
く
。 

Ｔ
Ｖ
の
画
面
に
ア
ッ
プ
で
映
る
ネ
ギ
。 

そ
し
て
、
顔
を
見
合
せ
、
２
人
で
手
を
取
り
合
い
、 

突
然
、
ハ
ッ
と
し
た
表
情
を
す
る
ま
き
絵
。
前
方
を
指
を
さ
し
な
が
ら
、 

ト
ラ
ゴ
ロ
ー
の
か
ら
か
い
に
対
し
、
半
ば
ヤ
ケ
ク
ソ
気
味
に
ス
マ
イ
ル
の
裕
奈
。 

大
喜
び
す
る
ま
き
絵
、
ふ
と
心
配
そ
う
に 

客
達
の
歓
声
と
と
も
に
、
気
勢
を
上
げ
る
裕
奈
。 

横
に
い
る
大
人
ネ
ギ
に
向
か
っ
て
、 

客
た
ち
の
笑
い
声
。 
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引
き
続
き
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
る
ネ
ギ
。 

   

大
人
ネ
ギ 

「
さ
っ
き
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
‥
ま
き
絵
さ
ん
や
他
の
み
ん
な
に
届
く
で
し
ょ
う
か
」 

大
人
ネ
ギ 

「
強
敵
を
待
ち
ま
す
!!
ガ
ン
ガ
ン
か
か
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
!!
」 

大
人
ナ
ギ 

「
い
や
ー
他
人
の
空
似
で
し
ょ
う
。
僕
は
彼
と
は
何
の
関
係
も
あ
り
ま
せ
ん
が
─
─
こ
の
最
強
の
男
の

名
に
恥
じ
ぬ
戦
い
を
し
て
み
せ
ま
し
ょ
う
」 

□
闘
技
場
内
・階
段
の
踊
り
場
（
夜
） 

□
サ
ブ
タ
イ
ト
ル 

□
Ｏ
Ｐ 

□
ド
ル
ネ
ゴ
ス
の
闘
技
場
（
夜
） 

□
ド
ル
ネ
ゴ
ス
の
闘
技
場
全
景
（
夜
） 

□
グ
ラ
ニ
ク
ス
全
景
（
夜
） 

ち
び
千
雨 

「
最
悪
の
状
況
っ
て
奴
だ
な
‥
‥
だ
が
！
」 

和
美
Ｏ
Ｆ
Ｆ 

「や
っ
ぱ
、
あ
の
事
件
で
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ト
は
全
て
壊
さ
れ
た
み
た
い
だ
ね
。
復
旧
に
は
早
く
て
も 

和
美 

「
う
む
。
集
め
た
情
報
を
総
合
す
る
と
‥
」 

ち
び
千
雨 

「
じ
ゃ
。
こ
こ
で
ち
っ
と
お
さ
ら
い
し
と
く
か
。
朝
倉
」 

和
美 

「
ネ
ギ
君
の
お
父
さ
ん
の
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
の
お
か
げ
で
、
メ
デ
ィ
ア
の
露
出
は
高
い
ハ
ズ
だ
よ
。
あ
と
は
‥ 

レ
ポ
ー
タ
ー 

「
以
上
、
注
目
の
ル
ー
キ
ー
、
勝
者
ナ
ギ
・
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
で
し
た
ー
っ
」 

レ
ポ
ー
タ
ー 

「
ナ
ギ
さ
ん
は
、
か
の
『サ
ウ
ザ
ン
ド
マ
ス
タ
ー
』
と
同
姓
同
名
で
す
が
、
も
し
や
血
縁
者
？ 

 

湧
き
上
が
る
歓
声
。 

大
人
ネ
ギ
・
大
人
小
太
郎
・
和
美
・
さ
よ
・
ち
び
茶
々
丸
、
ち
び
千
雨
が
思
い
思
い
に
階
段
に
座
っ
た
り
、
壁

に
よ
り
か
か
っ
て
い
る
。 

ど
よ
め
く
観
客
。 

オ
ス
テ
ィ
ア
の
場
所
を
示
す
地
図
と
オ
ス
テ
ィ
ア
の
よ
う
す
を
背
景
に
説
明
す
る
和
美
。 

Ｔ
「同
刻 

エ
リ
ジ
ウ
ム
大
陸 

自
由
都
市
グ
ラ
ニ
ク
ス
」 

肩
に
は
さ
よ
人
形
が
乗
っ
て
い
る
。 

22
巻
29
ペ
ー
ジ
の
魔
法
世
界
（
ム
ン
ド
ゥ
ス
・
マ
ギ
ク
ス
）
と
旧
世
界
（
ム
ン
ド
ゥ
ス
・ウ
ェ
ト
ゥ
ス
）
の
説
明
図

を
イ
ン
サ
ー
ト
。 

目
線
を
交
わ
す
ち
び
千
雨
と
和
美
。 

上
空
か
ら
臨
ん
だ
闘
技
場
。
観
客
た
ち
の
歓
声
が
聞
こ
え
る
。 

み
ん
な
を
信
じ
て
、
幸
運
を
祈
る
し
か
な
い
ね
」 

‥
‥
て
ゆ
ー
か
ソ
ッ
ク
リ
デ
ス
!?
」 

２
、
３
年
は
か
か
る
」 
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大
人
小
太
郎 

「
ホ
レ
、
怖
い
方
の
お
師
匠
が
言
う
と
っ
た
や
ろ
」 

大
人
ネ
ギ 

「
う
ん
、
あ
れ
っ
て
‥
」 

大
人
小
太
郎 

「『
ア
ホ
っ
ぽ
さ
』？
あ
あ
ー
確
か
に
お
前
に
足
り
へ
ん
と
か
言
う
た
な
」 

大
人
ネ
ギ
Ｍ 

「
今
の
僕
に
は
勝
て
な
い
!!
あ
い
つ
に
勝
て
る
力
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
計
画
は
ダ
メ
だ
。
け
ど
、
ど

う
す
れ
ば
勝
て
る
!?
何
か
が
足
り
な
い
ん
だ
。
何
か
‥
‥
‥
‥
」 

大
人
ネ
ギ
Ｍ 

「
フ
ェ
イ
ト
・
ア
ー
ウ
ェ
ル
ン
ク
ス
‥
」 

大
人
ネ
ギ
Ｍ 

「─
─
と
は
言
っ
た
も
の
の
、
不
安
要
素
は
あ
る
」 

大
人
ネ
ギ 

「
こ
ん
な
所
で
や
ら
れ
て
た
ら
話
に
な
り
ま
せ
ん
よ
」 

大
人
小
太
郎 

「
任
せ
と
き
」 

大
人
小
太
郎 

「
全
て
解
決
‥
‥
か
、
え
ー
な
!!
風
が
こ
っ
ち
向
い
て
き
た
み
た
い
や
ん
か
♪
」 

大
人
ネ
ギ 

「
こ
の
賞
金
が
あ
れ
ば
、
奴
隷
に
な
っ
た
亜
子
さ
ん
た
ち
を
取
り
戻
せ
ま
す
」 

大
人
小
太
郎 

「
フ
ム
‥
‥
つ
ま
り
俺
達
が
帰
る
に
は
、
そ
の
都
に
行
か
な
ア
カ
ン
ち
ゅ
ー
こ
と
や
な
」 

□
グ
ラ
ニ
ク
ス
・街
中
（翌
日
） 

和
美 

「
廃
都
オ
ス
テ
ィ
ア
。
二
十
数
年
前
の
戦
争
で
廃
墟
に
な
っ
た
そ
の
街
に
、
今
は
使
わ
れ
て
い
な
い
ゲ
ー
ト

が
あ
る
」 

和
美 

「
で
も
、
そ
の
た
め
に
は
ネ
ギ
君
と
コ
タ
ロ
君
が
大
会
へ
の
参
加
資
格
を
勝
ち
取
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん
だ

け
ど
‥
‥
自
信
は
？
」 

さ
よ 

「つ
ま
り
─
─
‥
‥
こ
の
お
祭
り
で
問
題
が
全
て
解
決
で
き
ち
ゃ
う
か
も
‥
‥
っ
て
コ
ト
で
す
ね
─
─
」 

和
美 

「
そ
う
!!
こ
の
全
国
決
勝
の
賞
金
こ
そ
が
、
１
０
０
万
ド
ラ
ク
マ
!!
」 

ち
び
茶
々
丸
Ｏ
Ｆ
Ｆ 
「
そ
の
街
で
拳
闘
大
会
の
全
国
決
勝
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
重
要
な
の
は
‥
‥
」 

ち
び
茶
々
丸 
「（
う
な
ず
い
て
）
ハ
イ
。
我
々
に
と
っ
て
は
大
変
幸
運
に
も
一
か
月
後
‥
‥
」 

 
 

 
 

 

× 
 

 

× 
 

 

× 

全
国
決
勝
の
イ
メ
ー
ジ
風
景
（
22
巻
31
ペ
ー
ジ
）。 

小
太
郎
、
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
し
な
が
ら 

か
ら
か
う
よ
う
に
ネ
ギ
を
見
つ
め
る
和
美
。 

踊
り
場
に
た
た
ず
む
小
太
郎
と
茶
々
丸
。 

大
人
小
太
郎
と
大
人
ネ
ギ
は
自
信
満
々
に
、 

和
美
、
背
後
に
あ
る
踊
り
場
の
柱
に
貼
ら
れ
た
決
勝
大
会
の
ポ
ス
タ
ー
を
指
し
て
、 

人
形
さ
よ
か
ら
抜
け
出
た
さ
よ
の
ア
ッ
プ
。 

回
想
。 

賑
や
か
に
行
き
交
う
人
々
の
中
を
フ
ー
ド
を
目
深
に
か
ぶ
っ
て
歩
く
ネ
ギ
。 

ネ
ギ
、
悔
し
そ
う
な
表
情
で
空
を
仰
い
で
、 

ネ
ギ
、
フ
ェ
イ
ト
（
21
巻
10
ペ
ー
ジ
の
シ
ー
ン
）を
思
い
出
す
。 

ネ
ギ
、
暗
く
思
い
つ
め
た
表
情
で
、 

闘
技
場
の
階
段
を
下
り
る
、
ネ
ギ
と
小
太
郎
。 
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影
の
刃
が
ネ
ギ
の
背
後
の
方
向
に
戻
っ
て
い
く
の
を
目
で
追
い
な
が
ら
、
ネ
ギ
が
振
り
返
る
。 

大
人
ネ
ギ 

「
誰
だ
!?
」 

大
人
ネ
ギ 

「
く
っ
‥
」 

大
人
ネ
ギ 

「
な
‥
‥
」 

大
人
ネ
ギ 

「
ハ
ッ
」 

大
人
ネ
ギ
Ｍ 

「で
も
、
イ
キ
ナ
リ
僕
が
ア
ス
ナ
さ
ん
み
た
く
な
る
の
も
無
理
だ
し
‥
」 

大
人
ネ
ギ
Ｍ 

「
う
～
～
～
～
ん
、
な
る
ほ
ど
。
ア
ス
ナ
さ
ん
の
あ
の
感
じ
か
ー
」 

大
人
小
太
郎 

「
た
だ
の
俺
の
想
像
で
思
い
つ
き
や
っ
て
。
‥
た
だ
ア
ス
ナ
姉
ち
ゃ
ん
な
。
確
か
に
お
前
に
な
い
『
強

く
な
る
た
め
に
必
要
な
モ
ン
』
持
っ
と
る
ん
か
も
し
れ
へ
ん
で
」 

大
人
ネ
ギ 

「
え
え
ー
っ
？
そ
う
な
の
？
」 

大
人
小
太
郎
Ｏ
Ｆ
Ｆ 

「
こ
の
２
人
の
共
通
点
、
つ
ま
り
ア
ホ
っ
ぽ
さ
や
」 

大
人
ネ
ギ 

「
う
‥
‥
う
ん
」 

大
人
小
太
郎 

「
お
前
よ
り
も
ア
ス
ナ
姉
ち
ゃ
ん
の
が
、
お
前
の
親
父
に
似
と
る
っ
て
」 

ラ
カ
ン 

「今
は
自
分
の
頭
上
を
心
配
し
な
」 

ラ
カ
ン 

「男
な
ら
必
殺
技
の
１
つ
や
２
つ
、
持
っ
て
る
の
が
当
然
だ
」 

ラ
カ
ン 

「
必
殺
技
が
何
だ
っ
て
？
」 

カ
ゲ
タ
ロ
ウ 

「
‥
‥
お
前
の
呼
び
か
け
に
応
じ
、
参
上
し
た
。
ナ
ギ
・
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
。
私
は
ボ
ス
ポ
ラ

ネ
ギ 

「
あ
、
あ
な
た
は
‥
？
」 

ネ
ギ 

「僕
に
足
り
な
い
も
の
‥
‥
や
っ
ぱ
り
‥
‥
‥
‥
必
殺
技
‥
‥
と
か
か
な
ー
」 

  
 

 
 

 
 

× 
 

 

× 
 

 

× 

ど
こ
か
ら
と
も
な
く
襲
い
か
か
っ
て
く
る
影
の
刃
。
気
配
を
察
し
た
ネ
ギ
が
上
を
見
上
げ
る
。 

驚
く
ネ
ギ
。 

露
天
で
酒
を
飲
む
ラ
カ
ン
が
ネ
ギ
に
声
を
掛
け
る
。
フ
ー
ド
を
か
ぶ
っ
て
い
る
た
め
表
情
は
見
え
に
く
い
。 

町
の
人
々
の
ど
よ
め
き
の
中
、
両
手
に
影
の
刃
を
巻
き
つ
け
た
カ
ゲ
タ
ロ
ウ
が
ネ
ギ
に
向
か
っ
て
歩
い
て
く

る
。 

ラ
カ
ン
、
に
や
り
と
笑
っ
て 

そ
の
拍
子
に
フ
ー
ド
が
外
れ
て
し
ま
う
。 

不
敵
に
笑
う
ナ
ギ
と
明
日
菜
の
イ
メ
ー
ジ
。 

わ
ず
か
に
体
を
ず
ら
す
と
、
頭
上
か
ら
影
の
刃
が
地
面
に
つ
き
立
つ
。
顔
す
れ
す
れ
に
あ
る
影
の
刃
。 

回
想
か
ら
戻
っ
て
人
混
み
の
中
で
立
ち
つ
く
す
ネ
ギ
。 

ネ
ギ
の
頬
が
パ
ッ
と
裂
け
て
血
が
滴
る
。 

ネ
ギ
、
自
分
の
恥
ず
か
し
い
セ
リ
フ
を
聞
か
れ
、
顔
を
真
っ
赤
に
し
て
あ
わ
て
ふ
た
め
く
。 

ネ
ギ
、
少
し
恥
ず
か
し
そ
う
に
つ
ぶ
や
く
。 

ネ
ギ
、
た
め
息
を
つ
い
て
歩
き
出
す
。 

納
得
し
た
よ
う
に
う
な
ず
く
ネ
ギ
。 

エ
ヴ
ァ
が
に
や
り
と
笑
う
イ
メ
ー
ジ
を
イ
ン
サ
ー
ト
。 
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大
人
ネ
ギ 

「
ぐ
っ
」 

大
人
ネ
ギ
Ｍ 

「
本
物
だ
!!
」 

大
人
ネ
ギ
Ｍ 

「
反
撃
の
糸
口
が
つ
か
め
な
い
。
ま
る
で
マ
ス
タ
ー
と
戦
っ
て
い
る
よ
う
な
。
い
や
マ
ス
タ
ー
と
の
修

業
が
な
け
れ
ば
一
瞬
で
終
わ
っ
て
た
（
こ
こ
か
ら
声
に
出
し
て
）
こ
の
人
‥
‥
」 

大
人
ネ
ギ
Ｍ 

「
本
物
の
命
を
賭
け
た
決
闘
‥
‥
本
物
の
殺
し
合
い
だ
」 

大
人
ネ
ギ 

「（
息
を
飲
ん
で
）
!!
」 

大
人
ネ
ギ
Ｍ 

「僕
を
、
本
気
で
!!
」 

大
人
ネ
ギ
Ｍ 

「凄
ま
じ
い
手
練
だ
、
い
や
何
よ
り
も
こ
の
人
は
‥
‥
」 

大
人
ネ
ギ 

「
!! 

ラ
ス
・
テ
ル
・
マ
・
ス
キ
ル
・
マ
ギ
ス
テ
ル
、 

大
人
ネ
ギ
Ｍ 

「危
な
か
っ
た
‥
‥
今
の
‥
‥
躊
躇
な
く
急
所
を
狙
っ
て
‥
‥
」 

大
人
ネ
ギ 

「
ぐ
っ
‥
」 

大
人
ネ
ギ 
「
待
っ
て
く
だ
さ
い
、
こ
こ
で
は
街
に
被
害
が
‥
！
」 

カ
ゲ
タ
ロ
ウ 

「
三
撃
以
上
も
つ
人
間
は
、
久
し
ぶ
り
だ
。
良
い
。
そ
う
で
な
く
て
は
」 

カ
ゲ
タ
ロ
ウ 

「
（
驚
い
て
）
デ
コ
イ
！
」 

ネ
ギ
、
カ
ゲ
タ
ロ
ウ
を
見
上
げ
な
が
ら 

淡
々
と
返
事
を
か
え
す
カ
ゲ
タ
ロ
ウ
。 

影
の
刃
を
砕
い
て
脱
出
す
る
ネ
ギ
。 

影
の
刃
が
服
の
右
脇
腹
を
貫
き
、
建
物
に
縫
い
止
め
ら
れ
る
格
好
に
。 

カ
ゲ
タ
ロ
ウ
の
新
た
な
影
の
刃
が
、
建
物
ご
と
ネ
ギ
を
切
り
裂
こ
う
と
し
て
い
る
の
に
気
づ
き
、
慌
て
て
呪

文
を
唱
え
る
。 

前
髪
を
一
房
切
ら
れ
、
ぞ
っ
と
す
る
ネ
ギ
。 

ネ
ギ
の
詠
唱
と
同
時
に
、
影
の
刃
が
引
き
絞
ら
れ
、
建
物
が
バ
ラ
バ
ラ
に
。
間
一
髪
逃
れ
た
ネ
ギ
は
、
数

個
離
れ
た
建
物
に
飛
び
す
さ
る
。 

カ
ゲ
タ
ロ
ウ
、
ネ
ギ
の
方
を
振
り
返
っ
て 

カ
ゲ
タ
ロ
ウ
の
背
後
に
ロ
ー
ブ
を
脱
い
だ
ネ
ギ
が
現
わ
れ
、
不
意
を
撃
と
う
と
す
る
が
、
そ
の
前
に
影
の

刃
が
突
き
立
つ
。 

着
地
し
た
ネ
ギ
の
首
、
心
臓
、
腹
に
３
本
の
影
の
刃
が
突
き
刺
さ
る
。
影
の
刃
が
ネ
ギ
に
突
き
刺
さ
っ
た

瞬
間
、
ロ
ー
ブ
を
残
し
て
ネ
ギ
の
身
体
が
破
裂
し
て
消
え
る
。 

再
び
背
後
に
影
の
刃
を
放
つ
カ
ゲ
タ
ロ
ウ
。
ネ
ギ
、
残
像
を
残
し
て
、
瞬
時
に
カ
ゲ
タ
ロ
ウ
か
ら
距
離
を
と

る
。 

と
戦
闘
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
が
、
カ
ゲ
タ
ロ
ウ
は
問
答
無
用
で
攻
撃
。
カ
ゲ
タ
ロ
ウ
の
影
の
刃
の
一
撃

を
受
け
て
吹
き
飛
ば
さ
れ
る
ネ
ギ
。 

障
壁
を
貫
通
し
た
影
の
刃
の
一
本
が
、
ネ
ギ
の
左
肩
を
切
り
裂
く
。 

と
声
を
上
げ
る
ネ
ギ
。 

ネ
ギ
、
カ
ゲ
タ
ロ
ウ
の
影
の
刃
５
本
を
五
重
の
魔
法
障
壁
で
食
い
止
め
よ
う
と
す
る
。 

ネ
ギ
を
襲
う
３
本
の
影
の
刃
。 

ス
の
カ
ゲ
タ
ロ
ウ
。
貴
様
に
尋
常
の
勝
負
を
申
し
込
む
」 

風
精
召
喚
（
エ
ウ
ォ
カ
ー
テ
ィ
オ
・
ウ
ァ
ル
キ
ュ
リ
ア
ー
ル
ム
）
」 

                       6  



 
大
人
ネ
ギ
Ｍ 

「
五
重
の
魔
法
障
壁
を
‥
‥ 

大
人
ネ
ギ 

「
ま
だ
左
が
あ
る
!!
解
放
（
エ
ー
ミ
ッ
タ
ム
）
!!
」 

大
人
ネ
ギ 

「
ぐ
‥
ま
だ
‥
‥
」 

大
人
ネ
ギ 

「
!!
」 

大
人
ネ
ギ
Ｍ 

「
も
ら
っ
た
!!
」 

大
人
ネ
ギ 

「
解
放
（
エ
ー
ミ
ッ
タ
ム
）
!!
」 

大
人
ネ
ギ 

「
解
放
（
エ
ー
ミ
ッ
タ
ム
）
!! 

大
人
ネ
ギ 

「
あ
あ
あ
っ
」 

大
人
ネ
ギ
Ｍ 

「
強
敵
‥
‥
本
物
‥
‥
」 

大
人
ネ
ギ
Ｍ 

「
強
い
‥
‥
!!
」 

カ
ゲ
タ
ロ
ウ 

「
（
驚
い
て
）
!?
三
重
遅
延
呪
文
（
ト
リ
プ
ル
デ
ィ
レ
イ
ス
ペ
ル
）
!?
」 

カ
ゲ
タ
ロ
ウ 

「
私
の
勝
ち
だ
」 

カ
ゲ
タ
ロ
ウ 

「
ぐ
‥
‥
惜
し
か
っ
た
な
」 

カ
ゲ
タ
ロ
ウ 

「
!!
」 

カ
ゲ
タ
ロ
ウ 

「
（
驚
い
て
）！
」 

カ
ゲ
タ
ロ
ウ 

「
百
の
影
槍
（
ケ
ン
ト
ゥ
ム
・
ラ
ン
ケ
ア
エ
・
ウ
ン
ブ
ラ
エ
）
!!
」 

カ
ゲ
タ
ロ
ウ
Ｍ 

「
規
定
外
の
凄
ま
じ
い
魔
力
‥
‥
！
」 

ラ
カ
ン 

「く
っ
く
、
な
か
な
か
イ
イ
見
世
物
だ
っ
た
が
、
こ
の
勝
負
、
俺
に
預
か
ら
せ
ろ
や
」 

カ
ゲ
タ
ロ
ウ
、
ネ
ギ
に
数
本
の
影
の
刃
を
放
つ
。
ネ
ギ
は
、
そ
れ
を
か
わ
し
、
い
な
す
と
、
影
の
刃
を
足
場

に
カ
ゲ
タ
ロ
ウ
に
向
か
っ
て
跳
躍
。 

さ
ら
に
ネ
ギ
、
カ
ゲ
タ
ロ
ウ
に
右
手
に
込
め
た
魔
力
を
解
き
放
ち
、
殴
り
か
か
る
。 

立
ち
こ
め
る
煙
の
中
、
ゆ
っ
く
り
と
立
ち
上
が
る
ネ
ギ
。 

ネ
ギ
の
一
撃
は
カ
ゲ
タ
ロ
ウ
の
左
目
付
近
に
当
た
る
寸
前
に
マ
ン
ト
で
防
が
れ
、
影
の
刃
で
右
腕
を
切
断

さ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
威
力
を
殺
し
き
れ
ず
、
仮
面
の
左
目
付
近
に
ヒ
ビ
が
入
る
。 

一
気
に
カ
ゲ
タ
ロ
ウ
に
向
け
て
左
拳
を
突
き
出
す
。  

 

驚
き
な
が
ら
も
影
の
刃
で
ネ
ギ
を
迎
え
撃
と
う
と
す
る
カ
ゲ
タ
ロ
ウ
。
両
者
が
激
突
す
る
瞬
間
に
人
影

が
割
っ
て
入
り
、
２
人
の
手
を
つ
か
ん
で
止
め
る
。 

カ
ゲ
タ
ロ
ウ
、
左
目
か
ら
煙
を
出
し
な
が
ら
、 

カ
ゲ
タ
ロ
ウ
、
左
手
か
ら
大
量
の
影
の
刃
を
放
っ
て
迎
え
撃
つ
。 

胴
を
薙
ぎ
払
お
う
と
す
る
追
撃
の
影
の
刃
を
、
間
一
髪
左
掌
で
止
め
る
ネ
ギ
。 

裂
帛
の
気
合
と
と
も
に
魔
力
を
放
出
。 

大
人
ネ
ギ
、
吹
っ
飛
ば
さ
れ
な
が
ら
落
下
。 

ネ
ギ
、
顔
を
し
か
め
な
が
ら
、
少
し
後
ろ
に
飛
び
す
さ
り
、
腰
を
低
め
に
構
え
、 

空
に
舞
う
棒
状
の
物
体
。
地
面
に
落
ち
た
時
、
ネ
ギ
の
右
手
と
明
ら
か
に
な
る
。 

ネ
ギ
、
向
か
っ
て
く
る
影
の
刃
を
、
左
手
に
込
め
た
魔
力
を
解
き
放
っ
て
振
り
払
い
、
粉
々
に
す
る
。 

ネ
ギ
、
冷
汗
を
浮
か
べ
な
が
ら
も
、
戦
い
に
高
揚
し
て
薄
く
笑
み
を
浮
か
べ
る
。 

断
罪
の
剣
（
イ
ン
ペ
ル
フ
ェ
ク
ト
ゥ
ス
・
エ
ン
シ
ス
）・
未
完
成
（
エ
ク
セ
ク
エ
ン
ス
）
」 

強
力
な
障
壁
貫
通
力
を
付
与
さ
れ
た
、
変
幻
自
在
・高
速
の
物
理
攻
撃
‥
‥
」 

                       7  



 
大
人
ネ
ギ
Ｍ 

「
ア
ー
テ
ィ
フ
ァ
ク
ト
！
」 

大
人
ネ
ギ 

「
ぐ
‥
」 

大
人
ネ
ギ
Ｍ 

「
こ
の
人
が
‥
‥
父
さ
ん
の
仲
間
の
‥
‥
？
」 

大
人
ネ
ギ 

「（
驚
い
て
）！
」 

ラ
カ
ン 

「
お
う
よ
。
今
日
は
見
料
特
別
サ
ー
ビ
ス
。
こ
れ
が
‥
ア
ー
テ
ィ
フ
ァ
ク
ト
、 

ラ
カ
ン 

「
ぬ
ん
っ
」 

ラ
カ
ン 

「
来
た
れ
（
ア
デ
ア
ッ
ト
）
！
」 

ラ
カ
ン 

「へ
‥
」 

ラ
カ
ン 

「
ア
ラ
る
ぶ
ら
～
？
何
だ
そ
り
ゃ
、
知
ら
ね
ぇ
な
。 

カ
ゲ
タ
ロ
ウ 

「
む
ぅ
ッ
」 

カ
ゲ
タ
ロ
ウ 

「
ぐ
‥
‥
理
不
尽
な
っ 

カ
ゲ
タ
ロ
ウ 

「
！
ぬ
お
お
っ
!!
」 

カ
ゲ
タ
ロ
ウ 

「
願
っ
て
も
な
い
こ
と
だ
!!
」 

カ
ゲ
タ
ロ
ウ 

「
フ
‥
な
ら
ば
私
は
、
誰
と
も
知
れ
ぬ
ソ
コ
の
若
造
な
ど
と
、
戦
う
必
要
も
な
い
」 

カ
ゲ
タ
ロ
ウ 

「
バ
カ
な
‥
紅
き

ア

ラ

ル

翼ブ
ラ

は
‥
詠
春
と
タ
カ
ミ
チ
以
外
の
メ
ン
バ
ー
は
、
行
方
知
れ
ず
の
ハ
ズ
‥
‥
！
」 

カ
ゲ
タ
ロ
ウ
Ｏ
Ｆ
Ｆ 
「千
の
刃

や
い
ば

の
ラ
カ
ン
‥
‥
!!
」 

カ
ゲ
タ
ロ
ウ 

「
な
‥
‥
!?
貴
様
‥
‥
!!
『
紅
き

ア

ラ

ル

翼ブ
ラ

』の
!?
」 

悠
然
と
立
つ
ラ
カ
ン
。 

カ
ー
ド
か
ら
カ
ゲ
タ
ロ
ウ
と
同
じ
形
状
の
光
の
刃
が
無
数
に
現
わ
れ
る
。 

カ
ゲ
タ
ロ
ウ
、
大
量
の
影
の
刃
を
ラ
カ
ン
に
向
か
っ
て
放
つ
。 

カ
ゲ
タ
ロ
ウ
、
一
本
の
影
の
刃
を
ラ
カ
ン
の
眉
間
め
が
け
て
放
つ
。
ラ
カ
ン
は
、
人
差
し
指
と
中
指
だ
け
で

簡
単
に
影
の
刃
を
受
け
止
め
る
。 

ラ
カ
ン
の
周
り
に
無
数
の
剣
や
槍
が
出
現
。 

ラ
カ
ン
、
再
び
パ
ク
テ
ィ
オ
ー
カ
ー
ド
を
手
に
し
な
が
ら
、 

ラ
カ
ン
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
パ
ク
テ
ィ
オ
ー
カ
ー
ド
を
取
り
出
し
右
手
に
持
っ
て
、 

京
都
の
ナ
ギ
の
別
荘
で
観
た
写
真
（６
巻
１
８
８
ペ
ー
ジ
）を
思
い
出
す
ネ
ギ
。 

切
ら
れ
た
右
腕
を
抑
え
、
苦
し
そ
う
な
ネ
ギ
。 

と
言
う
、
掛
け
声
と
と
も
に
光
の
刃
が
カ
ゲ
タ
ロ
ウ
の
影
の
刃
と
激
突
。
ぶ
つ
か
り
合
う
互
い
の
刃
が
次
々

と
砕
け
て
い
く
。 

ネ
ギ
、
傷
の
痛
み
と
カ
ゲ
タ
ロ
ウ
の
言
葉
に
顔
を
ゆ
が
め
な
が
ら
、 

と
言
い
な
が
ら
、
カ
ゲ
タ
ロ
ウ
身
構
え
る
。 

ラ
カ
ン
の
姿
に
驚
愕
す
る
、
カ
ゲ
タ
ロ
ウ
と
ネ
ギ
。
カ
ゲ
タ
ロ
ウ
は
、
ラ
カ
ン
に
つ
か
ま
れ
た
腕
を
ふ
り
ほ

ど
き
、
後
ろ
に
下
が
る
。 

俺
が
そ
の
ア
ラ
何
と
か
の
面
子

め

ん

つ

な
ら
、
ど
う
だ
っ
て
ん
だ
？
」 

『
千
の
顔
を
持
つ
英
雄
（
ホ
・
ヘ
ー
ロ
ー
ス
・
メ
タ
・
キ
ー
リ
オ
ー
ン
・
プ
ロ
ソ
ー
ポ
ー
ン
）
』
だ
!!
」 

そ
れ
が
如
何
な
る
武
具
に
も
変
幻
自
在
・無
敵
無
類
の
宝
具
と
名
高
き
‥
」 
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果
物
を
投
げ
た
姿
勢
の
ち
び
千
雨
と
、
果
物
が
入
っ
た
カ
ゴ
を
持
っ
た
ち
び
茶
々
丸
が
、
ネ
ギ
を
に
ら
み

つ
け
て
い
る
。 

  

大
人
ネ
ギ 

「
！
（
ハ
ッ
と
し
て
）
ス
ミ
マ
セ
ン
‥
千
雨
さ
ん
、
茶
々
丸
さ
ん
‥
‥ 

大
人
ネ
ギ 

「
あ
、
あ
の
‥
」 

大
人
ネ
ギ 

「
え
‥
」 

大
人
ネ
ギ 

「
あ
の
っ
、
き
、
傷
ッ
‥
」 

大
人
ネ
ギ 

「
千
雨
さ
、
げ
ふ
ぅ
」 

大
人
ネ
ギ 

「
あ
た
」 

大
人
ネ
ギ 

「
大
丈
夫
そ
う
だ
な
」 

大
人
ネ
ギ 

「
力
‥
‥
」 

ラ
カ
ン 

「‥
力
が
欲
し
い
ん
だ
ろ
、
ぼ
ー
ず
。
そ
の
ケ
ガ
治
し
た
ら
俺
ん
ト
コ
来
い
よ
。 

ラ
カ
ン 

「
よ
っ
。
必
殺
‥
斬
艦
剣
（
ザ
ン
カ
ン
ケ
ン
）
!!
」 

□
グ
ラ
ニ
ク
ス
・
病
院
屋
上
（
３
日
後
の
朝
） 

ち
び
千
雨 

「
神
楽
坂
な
ら
、
殴
っ
て
た
だ
ろ
う
か
ら
な
‥
‥
代
わ
り
だ
。
っ
た
く
無
茶
し
や
が
っ
て
。
治
っ
た
か
ら

い
い
よ
う
な
も
ん
を
」 

ち
び
茶
々
丸 

「Ta
rg

e
r lo

o
k o

n
. F

ire
!

」 

ネ
ギ 

「く
‥
ス
ゴ
イ
‥
‥
！
」 

カ
ゲ
タ
ロ
ウ 

「
ぐ
お
っ
」 

カ
ゲ
タ
ロ
ウ 

「
!!
」 

カ
ゲ
タ
ロ
ウ
、
槍
状
の
影
の
刃
を
構
え
な
が
ら
、
後
ろ
に
と
び
す
さ
る
。 

巨
大
化
し
た
剣
を
カ
ゲ
タ
ロ
ウ
に
向
か
っ
て
投
げ
つ
け
る
。 

後
ろ
か
ら
投
げ
ら
れ
た
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
が
ネ
ギ
の
頭
に
直
撃
す
る
。 

腕
の
動
き
を
確
認
し
て
い
る
ネ
ギ
。 

カ
ゲ
タ
ロ
ウ
の
頭
上
か
ら
、
ラ
カ
ン
の
無
数
の
剣
が
降
り
注
ぎ
、
地
面
に
突
き
刺
さ
る
。 

茶
々
丸
の
声
と
と
も
に
、
ロ
ケ
ッ
ト
パ
ン
チ
が
炸
裂
。
ネ
ギ
の
顔
に
ヒ
ッ
ト
す
る
。 

ラ
カ
ン
、
煙
が
立
ち
込
め
る
地
面
に
降
り
立
ち
、
ネ
ギ
の
方
に
視
線
を
や
っ
て
、 

ラ
カ
ン
、
大
剣
の
柄
を
握
り
、
高
く
ジ
ャ
ン
プ
し
な
が
ら
、 

ち
び
千
雨
、
照
れ
を
隠
す
よ
う
に
、 

ネ
ギ
の
台
詞
を
遮
る
よ
う
に 

ネ
ギ
、
顔
を
押
さ
え
な
が
ら
、 

ネ
ギ
、
ち
び
茶
々
丸
が
左
手
拳
を
ネ
ギ
に
向
け
て
い
る
の
に
気
づ
く
。 

鳩
尾
に
千
雨
の
パ
ン
チ
が
入
り
、
顔
を
し
か
め
る
ネ
ギ
。 

と
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
、
ネ
ギ
は
気
を
失
っ
て
し
ま
い
、
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
。 

ネ
ギ
、
衝
撃
の
余
波
に
顔
を
覆
い
な
が
ら
、 

望
み
の
モ
ノ
を
、
手
に
入
れ
ら
れ
る
か
も
だ
ぜ
？
」 

ご
心
配
お
か
け
し
て
し
ま
っ
て
‥
‥
」 
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× 
 

 

× 
 

 

× 

 

刹
那 

「
そ
、
そ
の
。
今
日
は
随
分
明
る
い
ん
で
す
ね
ア
ス
ナ
さ
ん
。 

刹
那 

「
い
や
、
そ
れ
と
ハ
ネ
の
手
入
れ
は
そ
の
‥
で
す
ね
」 

刹
那 

「
あ
の
‥
コ
レ
は
や
っ
ぱ
り
何
か
変
で
は
‥
？
」 

刹
那 

「
キ
ャ
ー
!?
」 

刹
那 

「っ
て
、
何
、
脱
い
で
る
ん
で
す
か
―
―
!?
」 

刹
那 

「
え
？
」 

大
人
小
太
郎 

「多
分
‥
刹
那
姉
ち
ゃ
ん
た
ち
や
!!
」 

大
人
ネ
ギ 

「
え
!?
本
当
!?
」 

大
人
小
太
郎 

「俺
達
の
仲
間
か
ら
連
絡
あ
っ
た
で
!!
」 

大
人
小
太
郎 

「
お
ぉ
ー
い
。
ニ
ュ
ー
ス
や
、
ニ
ュ
ー
ス
!!
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
や
!!
」 

□
湖
の
そ
ば
に
あ
る
小
さ
な
滝 

□
山
に
囲
ま
れ
た
湖 

明
日
菜 

「何
で
─
─
？
刹
那
さ
ん
の
ハ
ネ
い
じ
る
の
私
好
き
だ
け
ど
？
」 

明
日
菜 

「何
で
？
よ
く
寮
で
背
中
洗
っ
た
り
し
て
る
じ
ゃ
ん
」 

明
日
菜 

「
そ
れ
ー
っ
」 

明
日
菜 

「脱
が
な
き
ゃ
水
浴
び
で
き
な
い
じ
ゃ
ん
。
羽
の
毛
づ
く
ろ
い
し
て
た
の
？ 

手
伝
っ
た
げ
よ
っ
か
」 

明
日
菜 

「
あ
、
水
浴
び
い
い
よ
ね
。
私
も
や
ろ
っ
か
な
ー
」 

ち
び
千
雨 

「
ふ
ん
‥
誰
が
心
配
し
た
っ
て
？
て
め
ぇ
と
は
、
ど
っ
か
で
一
度
腹
割
っ
て
話
し
と
い
た
ほ
う
が
良
さ

そ
う
だ
な
。
い
い
か
‥
」 

ち
び
千
雨 

「
生
放
送
か
ら
４
日
で
収
穫
が
あ
る
と
は
な
、
誰
だ
!?
」 

刹
那
、
も
じ
も
じ
し
な
が
ら
、 

刹
那
、
顔
を
赤
ら
め
な
が
ら
、
自
分
の
羽
の
毛
づ
く
ろ
い
を
す
る
明
日
菜
に
向
か
い
、 

明
日
菜
、
構
わ
ず
刹
那
の
羽
の
毛
づ
く
ろ
い
を
続
け
る
。 

小
太
郎
が
手
に
し
た
手
紙
を
ア
ッ
プ
。 

小
太
郎
の
方
を
向
く
ネ
ギ
た
ち
。 

滝
の
そ
ば
の
平
た
い
岩
の
上
に
、
全
裸
の
明
日
菜
と
刹
那
が
腰
か
け
て
水
浴
び
し
て
い
る
。 

そ
こ
に
や
っ
て
く
る
明
日
菜
。 

そ
こ
に
、
手
に
し
た
紙
を
振
り
な
が
ら
、
小
太
郎
が
駆
け
寄
っ
て
く
る
。 

裸
の
刹
那
、
滝
に
打
た
れ
な
が
ら
、
羽
の
毛
づ
く
ろ
い
を
し
て
い
る
。 

周
囲
に
人
気
は
な
く
、
静
か
な
湖
面
。 

い
き
な
り
服
を
脱
ぎ
出
す
明
日
菜
。 

刹
那
、
羽
と
手
で
身
体
を
隠
し
て
恥
ず
か
し
が
る
が
、
明
日
菜
は
構
わ
ず
全
裸
に
。 

そ
し
て
刹
那
に
抱
き
つ
き
、
押
し
倒
す
よ
う
な
形
で
滝
壺
へ
。 

や
っ
ぱ
り
街
の
テ
レ
ビ
で
ネ
ギ
先
生
の
無
事
が
わ
か
っ
た
か
ら
で
？
」 

                       10  



    

大
人
小
太
郎 

「
こ
れ
が
捜
索
ル
ー
ト
か
、
ホ
ン
マ
に
世
界
一
周
や
な
ぁ
」 

刹
那 

「
ア
ス
ナ
さ
ん
‥
」 

刹
那 

「
ハ
、
ハ
イ
‥
」 

刹
那 

「
お
嬢
様
─
─
ッ
!!
い
い
今
頃
ど
こ
で
ど
う
さ
れ
て
い
る
の
か
っ
」 

刹
那 

「
こ
の
か
‥
‥
お
嬢
様
‥
‥
」 

刹
那 

「！
」 

刹
那 

「合
流
し
た
時
の
ア
ス
ナ
さ
ん
の
落
ち
込
み
は
ス
ゴ
か
っ
た
で
す
か
ら
ね
ー
」 

□
グ
ラ
ニ
ク
ス
空
港
・ロ
ビ
ー 

□
グ
ラ
ニ
ク
ス
空
港
・全
景 

夏
美 

「で
も
さ
ー
、
空
の
上
か
ら
位
置
を
確
認
す
る
だ
け
じ
ゃ
、
意
味
な
く
な
い
？
朝
倉
」 

明
日
菜 

「
一
ヶ
月
後
に
は
み
ん
な
無
事
に
再
会
し
て
、
今
年
の
夏
休
み
は
ス
ゴ
か
っ
た
っ
て
超
包
子

チ
ャ
オ
パ
オ
ズ

で
打
ち
上
げ 

明
日
菜 

「
他
の
み
ん
な
も
き
っ
と
大
丈
夫
」 

明
日
菜 

「
も
う
グ
ダ
グ
ダ
言
わ
ず
に
や
る
コ
ト
や
る
っ
て
決
め
た
で
し
ょ
！
」 

明
日
菜 

「
こ
の
か
な
ら
大
丈
夫
。
あ
あ
見
え
て
私
達
よ
り
ず
っ
と
し
っ
か
り
し
て
る
し
、
生
活
力
も
あ
ん
だ
か
ら
」 

明
日
菜 

「
あ
（
し
ま
っ
た
）
」 

明
日
菜 

「
そ
、
そ
れ
を
言
っ
た
ら
刹
那
さ
ん
こ
そ
、
こ
の
か
の
こ
と
で
世
界
の
終
わ
り
み
た
く
取
り
乱
し
て
さ
ー
」 

明
日
菜 
「
ち
、
違
う
わ
よ
。
あ
い
つ
だ
け
じ
ゃ
な
く
他
の
み
ん
な
も
無
事
だ
っ
た
か
ら
‥
‥
」 

明
日
菜 

「
え
」 

ち
び
千
雨 

「
（
驚
い
て
）
パ
ク
テ
ィ
オ
ー
カ
ー
ド
!?
」 

ち
び
和
美 

「
フ
フ
フ
、
そ
こ
で
ご
登
場
と
な
る
の
が
本
作
戦
の
目
玉
‥
」 

ア
キ
ラ 

「
こ
れ
な
ら
全
員
見
つ
け
ら
れ
そ
う
だ
ね
‥
」 

ち
び
茶
々
丸 

「人
口
の
密
集
地
は
大
方
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
」 

刹
那
激
し
く
泣
き
出
す
。 

上
空
か
ら
臨
ん
だ
空
港
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
。
空
鯨
が
飛
び
交
っ
て
い
る
。 

明
日
菜
、
思
わ
ず
手
を
止
め
て
、 

明
日
菜
、
滝
に
打
た
れ
な
が
ら
、 

明
日
菜
、
滝
つ
ぼ
の
方
へ
向
か
う
。 

明
日
菜
、
顔
を
赤
ら
め
て
慌
て
た
よ
う
に
、 

う
つ
む
い
て
わ
な
な
く
刹
那
。 

地
図
を
見
て
い
る
、
大
人
ネ
ギ
た
ち
。 

ち
び
朝
倉
、
仮
契
約
カ
ー
ド
を
皆
に
見
せ
る
。 

木
乃
香
の
イ
メ
ー
ジ
を
イ
ン
サ
ー
ト
。 

と
言
い
な
が
ら
、
明
日
菜
は
泣
き
じ
ゃ
く
る
刹
那
の
肩
に
手
を
置
い
て
落
ち
着
か
せ
る
。 

22
巻
91
ペ
ー
ジ
の
世
界
地
図
を
イ
ン
サ
ー
ト
。 

し
て
る
よ
」 
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思
い
つ
め
た
様
子
の
ネ
ギ
。 

  

大
人
コ
タ
ロ
ー 

「構
へ
ん
で
、
行
っ
て
こ
い
や
。
出
場
権
は
任
せ
と
け
」 

大
人
ネ
ギ 

「（
驚
い
て
）！
」 

大
人
小
太
郎 

「
そ
の
何
と
か
ゆ
ー
お
っ
さ
ん
に
稽
古
つ
け
て
も
ら
い
に
行
く
ん
や
ろ
？
」 

大
人
小
太
郎 

「
わ
か
っ
と
る
わ
」 

大
人
ネ
ギ 

「
‥
‥
‥
（何
か
を
決
意
し
た
よ
う
に
）
あ
の
っ
‥
千
雨
さ
ん
、
コ
タ
ロ
ー
君
！
」 

大
人
小
太
郎 

「千
雨
姉
ち
ゃ
ん
が
、
行
か
へ
ん
の
は 

旅
費
の
せ
い
か
」 

大
人
小
太
郎 

「
行
っ
た
な
」 

大
人
ネ
ギ 

「
朝
倉
さ
ん
っ
」 

□
グ
ラ
ニ
ク
ス
空
港
・屋
上 

ち
び
朝
倉 

「
ふ
ふ
ふ
…
」 

ち
び
千
雨 

「
あ
あ
」 

ち
び
千
雨
Ｍ 

「
そ
れ
に
‥
」 

ち
び
千
雨 

「
そ
れ
も
あ
る
が
‥
私
は
こ
こ
に
留
ま
っ
て
情
報
収
集
だ
な
。
明
石
た
ち
は
レ
ー
ダ
ー
じ
ゃ
探
知
で
き

な
い
し
」 

ち
び
千
雨 

「
一
日
で
も
早
く
、
全
員
の
居
所
が
判
明
す
る
と
い
い
ん
だ
が
な
」 

ち
び
千
雨 

「
そ
の
幼
女
顔
で
言
う
な
っ
。
き
め
え
っ
」 

ち
び
和
美 

「
（
白
々
し
く
）
さ
ー
て
ど
ー
か
な
？ 

ふ
ふ
ふ
ネ
ギ
君
赤
く
な
っ
て
震
え
て
て
初
々
し
か
っ
た
な
～
」 

ち
び
千
雨 

「
て
め
ぇ
が
フ
ァ
ー
ス
ト
キ
ス
な
訳
ね
ー
だ
ろ
っ
」 

ア
キ
ラ
・
夏
美 

「
キ
ャ
ー
ー
ー
!?
」 

ち
び
和
美 

「
フ
ァ
ー
ス
ト
キ
ス
記
念
写
真
さ
─
♪
」 

ち
び
和
美 

「
そ
れ
で
、
ま
あ
こ
れ
が
私
の
‥
‥
」 

ち
び
和
美 

「
こ
こ
を
ど
こ
だ
と
思
っ
て
ん
の
さ
。
仮
契
約
（
パ
ク
テ
ィ
オ
ー
）
屋
っ
て
の
が
あ
る
ん
だ
よ
」 

ち
び
千
雨 

「
そ
れ
は
い
い
が
、
て
め
ぇ
ら
い
つ
パ
ク
テ
ィ
オ
ー
し
た
ん
だ
!?
聞
い
て
ね
ぇ
ぞ
」 

ち
び
和
美 

「
発
見
し
た
仲
間
に
、
こ
れ
を
向
か
わ
せ
れ
ば
状
況
は
一
目
瞭
然
っ
て
訳
だ
ね
」 

ち
び
和
美
Ｏ
Ｆ
Ｆ 

「私
、
朝
倉
和
美
の
ア
ー
テ
ィ
フ
ァ
ク
ト
は
「
渡
鴉
の
人
見
」
（
オ
ク
ル
ス
・
コ
ル
ウ
ィ
ヌ
ス
）
!! 

２
人
の
反
応
に
戸
惑
う
ネ
ギ
。 

飛
ん
で
い
く
空
鯨
を
見
送
る
ネ
ギ
、
小
太
郎
、
千
雨
。
ネ
ギ
は
何
か
思
い
つ
め
た
よ
う
な
表
情
。 

ち
び
和
美
、
ネ
ギ
と
の
キ
ス
写
真
を
皆
に
見
せ
る
。 

ち
び
和
美
、
一
枚
の
写
真
を
取
り
出
し
て
、 

ち
び
和
美
、
一
同
に
向
か
っ
て
得
意
げ
に 

ち
び
朝
倉
、
に
や
り
と
笑
う
。 

千
雨
、
ネ
ギ
の
ほ
う
を
そ
っ
と
見
や
っ
て
、 

22
巻
92
ペ
ー
ジ
「渡
鴉
の
人
見
」の
イ
ラ
ス
ト
。 

ま
で
遠
隔
操
作
可
能
!!
」 

そ
の
名
の
と
お
り
の
ス
パ
イ
ア
イ
テ
ム
！
最
大
６
体
の
ス
パ
イ
ゴ
ー
レ
ム
を
超
々
遠
距
離 
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大
人
小
太
郎 

「
お
互
い
に
な
!!
」 

大
人
ネ
ギ 

「
が
ん
ば
る
よ
っ
!!
」 

大
人
小
太
郎 

「へ
っ
」 

大
人
ネ
ギ 

「
‥
‥
‥
」 

大
人
ネ
ギ 

「コ
タ
ロ
ー
君
‥
」 

大
人
小
太
郎 

「
や
り
た
い
な
ら
、
や
っ
た
ら
え
え
ね
ん
。
親
父
の
仲
間
な
ん
や
ろ
？
そ
の
お
っ
さ
ん
。
ど
う
せ
な
ら

最
強
無
敵
の
力
で
も
手
に
入
れ
て
こ
い
や
」 

大
人
小
太
郎 

「
ア
ホ
ォ
ッ
」 

大
人
ネ
ギ 
「
で
、
で
も
っ
。
み
ん
な
の
救
出
に
は
、
直
接
関
係
な
い
し
‥
っ
」 

大
人
小
太
郎 

「男
が
一
度
決
め
た
コ
ト
、
グ
ダ
グ
ダ
言
う
な
や
。
ボ
ケ
ネ
ギ
ッ
!!
」 

大
人
ネ
ギ 

「コ
、
コ
タ
ロ
ー
君
‥
‥
ご
め
ん
、
あ
の
‥
僕
、
ご
め
、
ぽ
!?
」 

千
雨 

「
わ
あ
‥
‥
な
ん
か
の
遺
跡
だ
な
‥
」 

千
雨 

「
オ
ア
シ
ス
か
？
」 

□
オ
ア
シ
ス
・
泉
の
ほ
と
り 

□
オ
ア
シ
ス
全
景 

□
荒
野 

ネ
ギ 

「（
息
を
の
ん
で
）
‥
‥
」 

ネ
ギ 

「
あ
、
あ
れ
を
！
」 

ち
び
千
雨
Ｍ 

「
そ
れ
に
、
こ
い
つ
は
誰
か
が
見
て
な
い
と
ダ
メ
だ
し
な
。
神
楽
坂
の
代
わ
り
に
私
が
つ
い
て
行
っ
て

や
る
か
…
」 

小
太
郎
、
ネ
ギ
の
首
か
ら
手
を
離
す
。 

小
太
郎
、
ネ
ギ
の
首
を
つ
か
ん
だ
ま
ま
、 

オ
ア
シ
ス
に
到
着
し
た
ネ
ギ
と
千
雨
。
周
囲
を
囲
む
遺
跡
の
一
部
に
立
ち
、
眼
前
に
広
が
る
水
面
と
そ
び

え
た
つ
塔
に
目
を
奪
わ
れ
る
。 

子
供
の
姿
に
戻
っ
た
ネ
ギ
と
中
学
生
に
戻
っ
た
千
雨
が
歩
い
て
い
る
。
千
雨
だ
け
疲
れ
た
よ
う
す
。
ネ
ギ
が

何
か
に
気
づ
い
て
進
行
方
向
を
指
さ
す
。 

千
雨
、
ネ
ギ
を
見
つ
め
な
が
ら
、 

ネ
ギ
、
申
し
訳
な
さ
そ
う
な
顔
で
、 

ネ
ギ
と
小
太
郎
笑
っ
て
、
拳
を
打
ち
合
う
。
衝
撃
波
が
出
て
、
周
囲
の
人
が
驚
く
中
、 

ネ
ギ
、
小
太
郎
と
見
つ
め
合
い
、 

ネ
ギ
の
頬
を
一
発
殴
り
、
首
も
と
を
つ
か
む
小
太
郎
。 

ネ
ギ
が
指
差
す
先
に
は
、
高
く
そ
び
え
る
塔
と
小
さ
な
森
が
見
え
る
。 
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ラ
カ
ン 

「
全
身
か
ら
何
か
出
る
‥
？
そ
れ
だ
よ
ッ
」 

ラ
カ
ン 

「待
て
よ
‥
‥
漢
字
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
た
の
が
マ
ズ
か
っ
た
か
‥
!? 

ラ
カ
ン 

「
ダ
メ
だ
ダ
メ
だ
。
こ
ん
な
ネ
ー
ミ
ン
グ
じ
ゃ
、
と
て
も
俺
印
の
必
殺
技
は
名
乗
れ
ね
ぇ
ぜ
っ
っ
!!
く
そ
っ
、

も
う
締
め
切
り
だ
!!
ど
う
す
る
!? 

だ
が
っ
っ
燃
え
て
き
た
ぜ
!!
」 

ラ
カ
ン 

「ぐ
う
っ
‥
ダ
メ
だ
。
や
っ
ぱ
語
呂
が
悪
い
っ
。
決
め
ポ
ー
ズ
取
っ
て
る
暇
も
ね
ぇ
し
」 

ラ
カ
ン 

「
う
～
～
～
ん
‥
葱ね

ぎ

拳け
ん

!!
」 

ラ
カ
ン
Ｍ 

「
ち
い
っ
‥
考
え
過
ぎ
て
煮
詰
ま
っ
て
き
や
が
っ
た
か
。
や
は
り
、
こ
こ
は
も
っ
と
シ
ン
プ
ル
に
、
基
本
に

立
ち
返
っ
て
名
前
を
入
れ
て
‥
」 

ラ
カ
ン 

「ぐ
っ
‥
ダ
メ
だ
っ
‥
‥
技
名
が
長
す
ぎ
る
。
語
呂
も
悪
い
し
‥
‥
」 

ラ
カ
ン 

「
炎え

ん

‥
熱ね

つ

‥
轟ご

う

竜
り
ゅ
う

、
咆
哮

ほ
う
こ
う

、
爆
裂
閃
光

ば
く
れ
つ
せ
ん
こ
う

魔
神
斬

ま

じ

ん

ざ

ん

空く
う

羅
漢

ら

か

ん

拳け
ん

!!
」 

ラ
カ
ン 

「覇
王
（
は
お
う
）
!!
」 

千
雨 
「
お
、
ア
レ
じ
ゃ
ね
ぇ
か
？
」 

ネ
ギ 

「
!?
」 

ネ
ギ 

「何
を
し
て
る
ん
で
し
ょ
う
。
修
業
か
な
‥
」 

ネ
ギ 
「
あ
」 

ネ
ギ 

「ラ
カ
ン
さ
ー
ん
。
ラ
カ
ン
さ
ー
ん
」 

唖
然
と
す
る
ネ
ギ
と
千
雨
。 

腕
組
を
し
な
が
ら
考
え
る
ラ
カ
ン
。  

ラ
カ
ン
は
体
に
オ
ー
ラ
を
ま
と
っ
た
ま
ま
、
小
難
し
い
漢
字
で
埋
め
ら
れ
て
い
る
黒
板
の
周
り
を
う
ろ
つ

く
。 

水
面
に
す
さ
ま
じ
い
衝
撃
波
が
走
る
が
、
名
前
が
気
に
入
ら
ず
、
頭
を
抱
え
る
ラ
カ
ン
。 

水
面
に
す
さ
ま
じ
い
衝
撃
波
が
放
た
れ
、
ラ
カ
ン
の
後
ろ
に
い
る
ネ
ギ
や
千
雨
に
も
及
ぶ
。 

ラ
カ
ン
を
捜
す
ネ
ギ
と
千
雨
。 

ラ
カ
ン
、
ハ
ッ
と
何
か
思
い
つ
い
た
よ
う
に
、 

ラ
カ
ン
、
技
名
と
と
も
に
右
ス
ト
レ
ー
ト
。 

ラ
カ
ン
、
改
め
て
気
を
た
め
な
が
ら
、 

ラ
カ
ン
、
真
剣
に
悩
み
な
が
ら
、 

ラ
カ
ン
は
、
次
々
と
ポ
ー
ジ
ン
グ
し
な
が
ら
、
技
名
を
叫
ん
で
右
ス
ト
レ
ー
ト
を
放
つ
。 

ラ
カ
ン
は
足
首
ま
で
泉
に
入
っ
た
状
態
で
、
体
か
ら
は
オ
ー
ラ
の
よ
う
な
も
の
が
漂
っ
て
い
る
。
泉
の
ほ
と

り
に
は
黒
板
が
置
い
て
あ
る
。 

ラ
カ
ン
を
発
見
す
る
ネ
ギ
と
千
雨
。 

空
に
舞
い
散
っ
た
水
が
、
雨
の
よ
う
に
降
り
注
ぐ
。 

ネ
ギ
と
千
雨
。
ラ
カ
ン
の
突
然
の
動
き
に
び
っ
く
り
す
る
。 

気
合
い
を
た
め
た
ラ
カ
ン
、
カ
ッ
と
目
を
見
開
き
、
ポ
ー
ズ
を
決
め
な
が
ら
叫
ぶ
。 

ネ
ギ
と
千
雨
、
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
で
ラ
カ
ン
を
見
て
い
る
。 

も
っ
と
斬
新
な
‥
‥
ホ
ラ
、
あ
ん
だ
ろ
。
目
か
ら
何
か
出
る
と
か
、
全
身
か
ら
と
か
‥
‥
」 

ぬ
う
う
う
っ
。
単
な
る
右
ス
ト
レ
ー
ト
っ
て
の
も
味
気
ね
ぇ
か
な
。 
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× 
 

 

× 
 

 

× 

ラ
カ
ン 

「‥
‥
フ
、
い
い
ぜ
。
け
ど
‥
俺
の
修
業
は
キ
ツ
イ
か
も
だ
ぜ
」 

ラ
カ
ン 

「
お
お
っ
、
来
た
か
ぼ
ー
ず
!! 

千
雨 

「
ち
ょ
‥
待
て
バ
カ
。
早
ま
る
な
っ
」 

千
雨 

「
オ
イ
ッ
!?
」 

千
雨 

「
て
め
ぇ
の
親
父
の
仲
間
は
、
ヘ
ン
タ
イ
し
か
い
ね
ぇ
の
か
よ
っ
。
ア
レ
は
や
め
と
こ
う
、
先
生
。
親
父
の
情
報

だ
け
聞
い
た
ら
、
と
っ
と
と
帰
‥
‥
先
生
？
」 

千
雨
Ｍ 

「
ダ
メ
だ
こ
い
つ
‥
」 

ラ
カ
ン 

「完
成
だ
!!
奴
の
息
子
、
ネ
ギ
の
新
・
必
殺
技
が
な
!!
」 

ラ
カ
ン 

「
お
‥
お
ぉ
ぉ
‥
テ
キ
ト
ー
に
全
身
か
ら
光
線
を
出
し
て
み
た
が
‥
ま
さ
か
こ
れ
程
の
威
力
と
は
‥
‥
」 

ラ
カ
ン 
「
ネ
ギ
‥
フ
ィ
ー
バ
ー
!!
」 

ラ
カ
ン 

「エ
タ
ー
ナ
ル
」 

ネ
ギ 

「構
い
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
修
業
に
も
耐
え
て
み
せ
ま
す
!!
」 

ネ
ギ 

「僕
に
‥
‥
戦
い
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い
!!
時
間
は
な
い
ん
で
す
が
‥
強
く
な
り
た
い
ん
で
す
!!
」 

ネ
ギ 

「（
戸
惑
い
気
味
に
）
い
、
い
え
。
そ
れ
よ
り
も
‥
」 

ネ
ギ 

「ラ
カ
ン
さ
ん
」 

ネ
ギ 

「今
、
僕
が
師
事
す
る
と
し
た
ら
、
こ
の
人
し
か
い
な
い
気
が
し
ま
す
!!
」 

ネ
ギ
Ｍ 

「で
も
ア
ホ
っ
ぽ
い
人
だ
‥
‥
!!
」 

ネ
ギ
Ｍ 

「
え
え
─
─
─
!?
僕
の
!?
無
理
ッ
」 

ネ
ギ 

「‥
‥
!!
」 

ラ
カ
ン
、
黒
板
に
「
新
必
殺
技
『
エ
タ
ー
ナ
ル
・
ネ
ギ
フ
ィ
ー
バ
ー
』
や
り
方
：
全
身
か
ら
光
線
を
気
合
い
で

出
す
」な
ど
と
書
き
な
が
ら 

真
顔
で
考
え
こ
む
ネ
ギ
に
、
千
雨
は
不
安
げ
。 

右
手
の
拳
を
握
り
、
決
心
し
た
よ
う
す
の
ネ
ギ
。 

ラ
カ
ン
、
再
び
技
名
を
叫
び
な
が
ら
ポ
ー
ジ
ン
グ
し
て
い
く
。 

ロ
ー
ブ
を
脱
ぎ
、
茂
み
か
ら
姿
を
見
せ
る
ネ
ギ
。
千
雨
も
慌
て
て
後
を
追
う
。 

ラ
カ
ン
、
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
決
め
て
、 

ラ
カ
ン
、
息
を
切
ら
し
な
が
ら
、
煙
を
立
て
て
え
ぐ
れ
て
し
ま
っ
た
山
を
満
足
そ
う
に
見
て
、 

ラ
カ
ン
の
無
茶
苦
茶
ぶ
り
に
、
茫
然
と
す
る
ネ
ギ
。
ラ
カ
ン
が
放
っ
た
技
の
衝
撃
で
髪
が
逆
立
っ
て
い
る
。 

ラ
カ
ン
の
一
撃
で
、
遠
く
の
小
山
が
一
瞬
で
吹
き
飛
ぶ
。 

ラ
カ
ン
、
両
手
を
広
げ
て
全
身
か
ら
閃
光
を
発
す
る
。 

千
雨
、
焦
っ
た
よ
う
に 

千
雨
、
笑
顔
の
ク
ウ
ネ
ル
を
思
い
浮
か
べ
、 

ネ
ギ
、
ま
っ
す
ぐ
に
ラ
カ
ン
を
見
な
が
ら
、 

ネ
ギ
、
決
意
を
示
す
よ
う
に
は
っ
き
り
と
、 

茂
み
に
隠
れ
て
い
る
千
雨
と
ネ
ギ
。 

ハ
ッ
ハ
。
丁
度
い
い
所
に
来
た
ぜ
!!
お
前
用
の
必
殺
技
が
完
成
し
た
所
だ
!

」 
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ラ
カ
ン 

「げ
ぽ
あ
っ
」 

千
雨 

「
わ
ぷ
っ
」 

ラ
カ
ン
Ｍ 

「
お
お
っ
。
い
い
練
り
込
み
の
矢
だ
な
」 

ラ
カ
ン 

「最
強
の
魔
法
使
い
っ
て
の
は
、
そ
ん
な
も
ん
か
。
ど
う
だ
、
ぼ
ー
ず
。
試
し
て
み
ろ
よ
」 

ラ
カ
ン 

「
で
‥
お
前
の
憧
れ
の
親
父
っ
て
の
は
、
お
前
み
た
い
な
ヒ
ヨ
ッ
コ
が
、
ち
ょ
っ
と
思
い
つ
い
た
程
度
の
中
途

半
端
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
技
で
く
た
ば
る
よ
う
な
奴
だ
と
思
う
か
？
」 

ラ
カ
ン 

「
い
い
か
ぼ
ー
ず
。
ま
あ
俺
が
お
前
の
親
父
よ
り
強
い
と
は
言
わ
ね
ぇ
が
、
少
な
く
と
も
同
レ
ベ
ル
に
い
た

こ
と
は
確
か
だ
」 

ラ
カ
ン 

「
お
前
、
も
っ
と
す
ご
い
技
使
え
る
ハ
ズ
だ
ろ
う
？
ソ
レ
の
最
大
出
力
で
撃
っ
て
来
い
」 

ラ
カ
ン 

「違
う
!!
」 

ラ
カ
ン 

「
い
い
か
ら
撃
て
!!
情
け
な
い
パ
ン
チ
な
ら
修
業
は
な
し
だ
ぞ
」 

ラ
カ
ン 

「
よ
お
し
っ
。
修
業
の
前
に
お
前
の
力
を
見
せ
て
も
ら
う
。
全
力
で
俺
の
腹
を
撃
っ
て
来
い
!!
」 

ネ
ギ 

「
む
、
無
傷
!?
ス
ゴ
イ
」 

ネ
ギ 

「ラ
、
ラ
カ
ン
さ
ん
‥
‥
」 

ネ
ギ 

「
桜
華
崩
拳
!!
」 

ネ
ギ
Ｍ 

「
拳
に
乗
せ
ら
れ
る
サ
ギ
タ
・
マ
ギ
カ
は
こ
れ
が
限
界
‥
父
さ
ん
。
こ
れ
が
、
今
の
僕
の
全
力
で
す
!!
」 

ネ
ギ 

「
あ
あ
ぁ
っ
!!
ラ
ス
・
テ
ル
・
マ
・
ス
キ
ル
・
マ
ギ
ス
テ
ル
!! 

ネ
ギ 

「
!!
」 

ネ
ギ 

「（た
め
ら
っ
て
）で
、
で
も
‥
」 

ネ
ギ 

「
え
っ
‥
」 

ネ
ギ 

「
ハ
‥
ハ
イ
ッ
。
戦
い
の
歌
（
カ
ン
ト
ゥ
ス
・
ベ
ラ
ー
ク
ス
）
‥
最
大
出
力
（
ウ
ィ
ー
ス
・
マ
ー
キ
シ
マ
）
!!
」 

ネ
ギ 
「
ハ
、
ハ
イ
ッ
。
で
、
で
も
‥
」 

オ
ア
シ
ス
全
体
に
広
が
る
衝
撃
波
。 

仁
王
立
ち
の
ラ
カ
ン
。
そ
の
背
後
に
重
な
る
よ
う
に
、
ナ
ギ
の
イ
メ
ー
ジ
。 

ラ
カ
ン
、
自
分
の
腹
を
拳
で
叩
き
、 

ラ
カ
ン
の
腹
に
向
か
っ
て
飛
び
こ
む
よ
う
に
拳
を
打
ち
込
む
。 

そ
の
瞬
間
、
血
を
吐
く
ラ
カ
ン
。 

次
第
に
水
煙
が
晴
れ
、
ネ
ギ
の
前
に
立
つ
ラ
カ
ン
の
姿
が
見
え
て
く
る
。 

衝
撃
で
水
が
舞
い
あ
が
り
、
雨
の
よ
う
に
降
り
そ
そ
ぐ
。
ネ
ギ
は
心
配
そ
う
な
表
情
で
、 

千
雨
、
衝
撃
の
余
波
を
受
け
、
顔
を
手
で
覆
う
。 

目
を
見
開
く
ネ
ギ
。 

ネ
ギ
、
ラ
カ
ン
に
向
か
っ
て
大
き
く
踏
み
込
む
。 

ネ
ギ
の
右
拳
に
光
の
矢
が
収
束
し
て
い
く
。 

ネ
ギ
、
ラ
カ
ン
の
言
葉
に
挑
発
さ
れ
、
呪
文
を
唱
え
る
ネ
ギ
。 

ネ
ギ
、
構
え
な
が
ら
も
た
め
ら
っ
て 

光
の
精
霊
１
０
１
柱
（
ケ
ン
ト
ゥ
ウ
ム
・
エ
ト
・
ウ
ー
ヌ
ス
・
ス
ピ
リ
ト
ゥ
ス
・
ル
ー
キ
ス
） 

魔
法
の
射
手
（
サ
ギ
タ
・
マ
ギ
カ
） 

集
束
・光
の
１
０
１
矢
（
コ
ン
ウ
ェ
ル
ゲ
ン
テ
ィ
ア
・
ル
ー
ク
ム
）
!!
」 

集
い
来
り
て
（
コ
エ
ウ
ン
テ
ー
ス
） 

敵
を
射
て
（
イ
ニ
ミ
ク
ム
・サ
ギ
テ
ン
ト
）
!! 
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× 
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× 

ラ
カ
ン 

「
ま
ぁ
‥
な
」 

ラ
カ
ン 

「
!?
（
驚
い
て
）
ア
ー
ウ
ェ
ル
ン
ク
ス
‥ 

ラ
カ
ン 

「図
星
か
？
そ
れ
だ
よ
。
目
標
は
そ
う
い
う
明
快
な
や
つ
が
い
い
。
誰
だ
？
そ
い
つ
は
ネ
ギ
」 

ラ
カ
ン 

「誰
か
倒
し
た
い
相
手
で
も
い
る
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
の
か
？
」 

ラ
カ
ン 

「で
‥
だ
が
、
何
で
強
く
な
り
た
い
ん
だ 

ぼ
ー
ず
？
」 

ラ
カ
ン 

「
い
や
、
大
体
わ
か
っ
た
。
合
格
だ
ぜ
!!
」 

ラ
カ
ン 

「く
く
‥
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
。
そ
り
ゃ
傑
作
だ
!! 

ラ
カ
ン 

「何
ぃ
!?
あ
の
、
エ
ヴ
ァ
ン
ジ
ェ
リ
ン
が
師
匠
だ
っ
て
!?
」 

千
雨
Ｍ 

「大
丈
夫
か
？
こ
い
つ
を
師
匠
に
し
て
‥
」 

ラ
カ
ン 

「
あ
あ
、
や
べ
っ
。
大
丈
夫
か
ぼ
ー
ず
」 

千
雨
Ｍ 

「
え
え
ー
ー
っ
!?
」 

ラ
カ
ン 

「
痛
ぇ
な
、
コ
ン
チ
ク
シ
ョ
ー
ー
」 

□
オ
ア
シ
ス
・
桟
橋
の
上 

ネ
ギ 

「
（
ビ
ッ
ク
リ
し
て
）
ラ
カ
ン
さ
ー
ん
!?
」 

ネ
ギ 

「知
っ
て
る
ん
で
す
か
!?
」 

ネ
ギ 

「‥
‥
‥
フ
ェ
イ
ト
・
ア
ー
ウ
ェ
ル
ン
ク
ス
と
い
う
謎
の
少
年
で
す
。
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ト
を
襲
っ
た
‥
」 

ネ
ギ 

「‥
‥
そ
れ
は
‥
」 

ネ
ギ 

「！
」 

ネ
ギ 

「（思
い
が
け
な
い
質
問
に
驚
く
）！
」 

ネ
ギ 

「
ハ
イ
ッ
」 

ネ
ギ 

「み
、
妙
な
？
」 

ネ
ギ 

「
ハ
、
ハ
イ
」 

ネ
ギ 
「
ま
ろ
ん
ぼ
っ
」 

桟
橋
の
上
に
立
つ
ラ
カ
ン
と
ネ
ギ
、
テ
ー
プ
ル
の
そ
ば
の
座
布
団
に
座
っ
て
い
る
千
雨
。 

オ
ア
シ
ス
の
桟
橋
の
上
、
黒
板
や
パ
ラ
ソ
ル
、
テ
ー
ブ
ル
や
座
布
団
が
あ
る
。  

ラ
カ
ン
の
指
摘
に
ハ
ッ
と
す
る
ネ
ギ
。 

ラ
カ
ン
の
理
不
尽
さ
に
吹
く
千
雨
。 

ラ
カ
ン
、
怒
り
な
が
ら
ネ
ギ
に
強
烈
な
ア
ッ
パ
ー
を
食
ら
わ
す
。
空
に
吹
っ
飛
ん
で
い
く
ネ
ギ
。 

我
に
返
っ
た
ラ
カ
ン
、
天
国
に
行
き
か
け
て
い
る
ネ
ギ
を
揺
さ
ぶ
る
。 

愉
快
そ
う
に
笑
う
ラ
カ
ン
。 

ネ
ギ
、
フ
ェ
イ
ト
に
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ト
で
受
け
た
傷
が
ズ
キ
ズ
キ
と
痛
み
だ
す
。 

ゲ
ー
ト
ポ
ー
ト
で
の
フ
ェ
イ
ト
の
イ
メ
ー
ジ
（
＃
１
よ
り
） 

あ
い
つ
が
な
ぁ
、
道
理
で
妙
な
鍛
え
ら
れ
方
を
し
て
る
と
思
っ
た
ぜ
」 

そ
り
ゃ
ま
た
、
懐
か
し
い
名
前
だ
な
‥
‥
（
こ
こ
か
ら
Ｍ
で
）
な
る
ほ
ど
、
そ
う
い
う
こ
と
か
‥
」 
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ラ
カ
ン
、
黒
板
の
方
に
移
動
し
な
が
ら
、 

ラ
カ
ン 

「
だ
が
ま
あ
、
ぼ
ー
ず
の
相
手
が
俺
の
想
像
ど
お
り
な
ら
‥
‥
厄
介
だ
な
。
ど
れ
表
に
し
て
や
ろ
う
」 

と
言
っ
て
、
ラ
カ
ン
、
黒
板
を
縦
に
置
く
。 

千
雨 
「表
？
」 

ラ
カ
ン
、
チ
ョ
ー
ク
で
黒
板
に
表
を
書
く
。 

ラ
カ
ン 

「
お
う
。
強
さ
表
っ
て
や
つ
だ
な
。
魔
法
も
気
も
使
え
な
い
チ
サ
メ
嬢
ち
ゃ
ん
を
基
準
に
し
て
み
る
と
だ
な
、

旧
世
界
の
現
用
兵
器
を
こ
れ
く
ら
い
と
す
っ
と
、
ぼ
ー
ず
は
こ
の
辺
‥
ほ
ん
で
カ
ゲ
タ
ロ
ウ
は
こ
の
辺

で
‥
タ
カ
ミ
チ
は
こ
の
辺
だ
け
ど
、
あ
い
つ
中
々
本
気
出
さ
ね
ぇ
か
ら
な
‥
」 

 
 

 
 

 

× 
 

 

× 
 

 

× 

 
 

黒
板
に
書
か
れ
た
強
さ
表
。 

ラ
カ
ン
Ｏ
Ｆ
Ｆ 

「
こ
ん
な
モ
ン
か
」 

千
雨
Ｍ 

「
頭
悪
そ
う
な
表
だ
な
ー
‥
」 

ラ
カ
ン
Ｏ
Ｆ
Ｆ 

「
ま
、
あ
く
ま
で
目
安
だ
。
大
体
の
物
理
的
力
量
差
と
思
え
」 

 
 

 
 

 

× 
 

 

× 
 

 

× 
 

 
 

ラ
カ
ン
、
さ
ら
に
黒
板
に
何
か
書
き
な
が
ら
、 

ラ
カ
ン 

「
ま
あ
、
勝
負
は
相
性
。
時
の
運
と
は
い
え 

力
量
差
が
大
き
く
な
れ
ば
、
勝
ち
は
薄
く
な
る
が
道
理
。

お
前
の
相
手
、
謎
の
少
年
の
力
量
は
、
こ
の
辺
り
だ
」 

 
 

と
言
っ
て
、
ラ
カ
ン
３
０
０
０
の
と
こ
ろ
に
印
を
入
れ
る
。 

 
 

フ
ェ
イ
ト
の
位
置
に
驚
く
ネ
ギ
と
千
雨
。 

ネ
ギ 

「！
」 

千
雨
Ｍ 

「
こ
れ
は
」 

ネ
ギ
、
青
ざ
め
て
う
つ
向
き
な
が
ら
、 

ネ
ギ 

「
そ
ん
な
‥
‥
こ
れ
ほ
ど
の
差
が
あ
る
ん
じ
ゃ 

い
く
ら
修
業
し
て
も
」 

ラ
カ
ン 

「
ま
あ
、
マ
ト
モ
に
や
っ
て
た
ん
じ
ゃ
無
理
だ
な
」 

ネ
ギ 

「く
‥
‥
」 

ラ
カ
ン 

「早
合
点
す
る
な
。
マ
ト
モ
じ
ゃ
無
理
だ
が 

マ
ト
モ
じ
ゃ
な
い
道
な
ら
な
い
で
も
な
い
」 

ネ
ギ 

「
ホ
、
ホ
ン
ト
で
す
か
!?
」 

ラ
カ
ン 

「
あ
あ
、
闇
の
魔
法
（
マ
ギ
ア
・
エ
レ
ベ
ア
）
だ
」 

ニ
ヤ
リ
と
笑
う
ラ
カ
ン
…
…
。 

     

※
実
際
の
ア
ニ
メ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
音
声
は 

シ
ナ
リ
オ
と
異
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

   


